
女性のための政策参画セミナー公開講座を開催しました

男女共同参画センター 

 

人がしあわせになる社会のために～あなたの一歩　わたしの一歩 

 　今年度4市町で開催した「女性のための政策参画セミナー」の締めくくりとして、鳥栖市、嬉野市、吉野ヶ里

町、江北町との共催で12月7日（土）に鳥栖市文化会館3階研修室にて、公開講座を開催しました。進行や受

付など、とす男女共同参画市民実行委員会のご協力をいただきました。

  講師は、ジャーナリストで和光大学現代人間学部教授の竹信三恵子さん。 竹信さんは、女性の登用が求め

られている背景について、私たちがいまどんな社会に住んでいるのかを示す様々なデータや資料を基に、話

されました。

 

        

 

　　竹信さんの講演内容の一部をご紹介します。

 

●経済状況などを冷静に考え、バランスのとれた暮らしやすい社会にするためには女性も活躍する社会

   にしていかないと男性も不幸になると考え、アメリカやヨーロッパは社会の仕組みを切り替えてきたが、

   日本は気づくのが遅れた。

 

●グローバル化によって製造業が国外に出ていき、男性の働く場が減少し賃金も下がっている。1本の

   大黒柱にしがみつくのではなく、2本のちゃんとした柱を立てることで安定化を図るという発想の転換

   が必要であるが、日本は女性の賃金が低く抑えられてきた。女性は男性に養ってもらうことを前提に

   制度設計されていたが、男性の非正規雇用が増え、夫の扶養では生活できない社会になっている。

 

●男性に家族を養う給料をひとりで稼がせるという今の前提は、男性を過労死に追い詰め、ウツ、自殺、

   家庭崩壊を招きかねない。女性もちゃんと働いて経済的自立を果たす仕組みに切り替えていかなけ

   ればならない。

 

●日本は女性の自殺率も高い。特に高齢女性。男性の傘の下で豊かに暮らすという設計になっている

   ので、 夫に先立たれたり、単身で高齢になった女性はほんとうに貧困化し、先の見通しが立たなくな

   って死ぬ。その裏返しで男性の働き盛りがリストラなどで、もう自分が家族を養っていけないと思うと

   絶望して死ぬ、という仮説がある。女性が働いて稼げる仕組みになるよう組み換えをすれば、男性も

   肩の力を抜いて生きていけるのではないか。私達の社会を立て直すためには、経済の変化に合わせ

   て、ちゃんと男女両方でやっていく仕組みをつくっていかなければならないことに世界の国々は気づき

   始めている。

 

●日本は相対貧困率が主要先進国の中でアメリカに次いで2位になってしまった。日本の問題点は、非

   正規雇用が多いことと、長時間労働にある。家事育児を抱えた女性が正社員からパートに移らざるを

   得なくなるのは、長時間労働と両立できないことが原因にある。低賃金の女性を支えるため男性は更

   に長時間働き、そのことが女性を正社員から排除していく悪循環がある。このサイクルを良い循環に

   変えなければいけない。

 

●男女平等というのは、こういう社会のサイクルの話でもある。バランスのある社会をどうやってつくり、

   女も男も、仕事も生活も楽しめるような仕組みにどう切り替えるかが、大きなポイントになってきてい

   る。そのためには、女性が働き続けることを支える仕組みと、欧州並みの男性も含めた労働時間の

   規制が重要である。

 

●家事育児を抱えている女性は政治活動もしにくく政治の場に出て行くのも難しいため、世界では 

   クォータ制等を取り入れ、女性に一定比率を明け渡す方法をとっている国が80～90カ国ある。マイノ

   リティの集団の意思が特定の集団の中で反映されるには3割必要だといわれている。まず、地域で

   女性がネットワークをつくり、それがつながった全国的なネットワークとし、政策を変えていくところから



戻る

 

 

アバンセ
佐賀県立男女共同参画センター・佐賀県立生涯学習センター
 
〒840-0815　
佐賀県佐賀市天神三丁目2-11(どんどんどんの森内)

TEL：0952-26-0011　FAX：0952-25-5591

【指定管理者】 公益財団法人 佐賀県女性と生涯学習財団
Copyright (C) 2011 Avance All rights reserved

 

開館時間

火曜～土曜日：8時30分～22時00分

日曜・祝日：8時30分～17時00分 

(ホールは22時00分まで）

休館日

毎週月曜日（祝日も含む）

12月29日から翌年1月3日まで

   始めては、と考えている。

 

　 　

 

　【参加者の感想から】

雇用、防災、議員などいろいろな面での女性の参画の状況を知ることができ、よかった。

今の問題点、どうすれば改善へと進んでいけるのか、よく分かりました。システムを変えるために、何ができ

るのか、声を出していくことの大切さを学びました。

女性のネットワークをつくることが大切と言われ、最後を締めくくられました。まさにその通りだと思います。

“女性の政策参画”ということをこれまで深く考えたことがなかったが、今日の講演を聞いて、なぜ必要か理

解することができた。女性、男性、両方の目線が平等に入っていくといいなと思いました。

 

　

　　　

 

http://www.avance.or.jp/_3/_2630/_2641.html
http://www.avance.or.jp/riyou/_1280.html
http://www.avance.or.jp/toiawase.html
http://www.avance.or.jp/_2427.html

